
明
治
六
年
浜
松
県
（
遠
江
国
。
明
治
八
年
八
月
静
岡
県
に
併
合
）
山
名
郡
松
原
村
に
数
名
の
間
歌
熱
患
者
が
発
生
し
た
。
土
地
の
人
達
は
こ

オ
コ
リ

の
病
気
を
瘡
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
年
を
間
歌
熱
は
周
辺
の
村
々
に
蔓
延
し
、
明
治
十
二
’
十
四
年
頃
流
行
は
も
っ
と
も
激
し
く
、
遠
江

国
山
名
郡
と
磐
田
郡
の
全
部
お
よ
び
豊
田
郡
の
南
部
に
お
い
て
椙
職
を
き
わ
め
た
。

（
一
）

地
方
紙
『
函
右
日
報
』
に
よ
る
と
、
各
村
人
口
の
六
割
前
後
は
こ
の
疾
患
に
か
か
り
、
そ
の
患
者
総
数
は
二
五
、
二
○
○
余
名
に
達
し
、
も
っ

と
も
激
し
か
っ
た
時
は
、
全
人
口
の
七
割
が
こ
の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
た
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。

症
状
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
の
で
詳
し
い
こ
と
は
分
ら
な
い
が
、
間
歌
熱
と
い
い
瘡
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
疾
患
は
悪
寒
戦
傑
を
も

っ
て
、
一
定
の
短
期
間
に
発
病
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
地
域
的
に
大
流
行
を
来
し
た
点
等
か
ら
考
え
て
、
マ
ラ
リ
ア
と
同
一
疾
患
と
考
え
て
差

し
支
え
な
い
。
死
亡
者
に
つ
い
て
は
新
聞
等
で
何
も
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
皆
無
か
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

ど
う
し
て
遠
州
の
一
地
方
に
だ
け
マ
ラ
リ
ア
が
大
流
行
し
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
予
防
対
策
や
治
療
が
行
わ
れ
た
の
か
等
に
つ
い
て
、

以
下
順
を
追
っ
て
述
べ
て
み
た
い
（
図
１
）
℃

一

明
治
初
期
遠
州
に
お
け
る
間
歌
熱

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
五
巻
第
一
号

平
成
元
年
一
月
三
十
日
発
行

土
屋
重
朗

昭
和
六
十
三
年
六
月
二
十
二
日
受
付
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I

図1遠州豊田・磐田・山名郡略図

明
治
十
三
年
十
一
月
三
日
の

『
困
右
日
報
』
の
論
説
に
「
静
陵
医

会
員
市
隠
老
医
」
な
る
人
が
次

（
一
一
）

の
よ
う
な
事
を
書
い
て
い
る
が
、

こ
れ
は
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば

そ
の
原
因
・
予
防
等
に
つ
い
て
は

肯
繁
に
値
す
る
一
文
で
あ
る
。
左

に
一
部
を
転
載
す
る
。

「
抑
と
此
病
毒
ダ
ル
不
潔
汚

微
ノ
地
ヨ
リ
発
生
ス
ル
モ
ノ
ナ

レ
バ
、
第
一
水
路
ヲ
疎
通
ス
ベ

シ
。
第
二
飲
水
ヲ
改
良
ス
ベ

シ
。
第
三
緑
樹
芳
草
ヲ
種
芸
シ

テ
空
気
ヲ
鮮
浄
ス
ベ
シ
。
第
四

衣
服
家
屋
ヲ
清
潔
ニ
ス
ベ
シ
。

第
五
滋
養
ノ
物
ヲ
食
シ
純
酒
ヲ

二
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こ
の
よ
う
な
調
子
で
第
二
条
以
下
第
五
条
に
つ
い
て
も
そ
の
実
施
は
難
し
い
事
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
十
六
年
公
立
引
佐
病
院
長
で
あ
っ
た
虎
岩
武
は
、
私
立
遠
江
衛
生
会
設
立
の
首
唱
者
と
し
て
、
そ
の
勧
告
文
の
一
節
に
、
明
治

（
一
二
）

十
二
・
三
年
頃
の
間
歌
熱
流
行
の
状
況
を
省
み
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

飲
ミ
雨
露
ヲ
侵
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
総
テ
一
般
ノ
摂
生
法
ヲ
セ
ズ
ン
バ
ァ
ラ
ズ
。
此
五
條
ノ
如
キ
尋
常
医
学
先
生
ノ
常
二
命
ズ
ル
所
ニ
シ
テ
所
謂

理
ノ
当
然
御
尤
千
萬
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
而
シ
テ
之
ヲ
実
地
二
試
ミ
ン
ト
欲
シ
ー
モ
行
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
如
何
セ
ン
・
今
條
ヲ
逐
テ
其
行

夫
レ
山
名
・
磐
田
・
豊
田
三
郡
ノ
中
、
該
病
流
行
ス
ル
地
方
ダ
ル
最
モ
低
陥
一
一
シ
テ
沮
測
卑
湿
、
其
水
面
幾
ン
ト
海
面
二
斉
シ
ク
海
浜
砂

洲
堤
ヲ
ナ
シ
、
水
ヲ
海
中
二
決
ス
ベ
キ
ノ
便
地
ナ
シ
。
是
ヲ
以
テ
新
一
一
河
水
（
天
竜
川
）
ヲ
引
テ
汚
濁
ノ
死
水
ヲ
流
通
排
除
セ
ン
ト
欲
セ

バ
、
村
民
忽
チ
水
底
二
沈
ン
デ
龍
宮
ノ
着
ヲ
ナ
シ
、
人
民
〈
乍
チ
土
佐
ト
変
ジ
魚
鼈
ノ
食
ト
ナ
ラ
ン
ノ
ミ
。
悪
ソ
彼
ノ
瘡
病
ヲ
患
フ
ル
ノ
達

ア
ラ
ン
ャ
。
之
ガ
障
害
ヲ
防
グ
｜
ス
大
韮
汽
機
ヲ
海
浜
一
一
据
エ
、
壼
夜
水
ヲ
灌
流
ス
ル
事
和
蘭
人
ノ
ハ
ー
ル
レ
ソ
メ
ー
ル
ニ
行
ヒ
シ
如
ク
ス

ル
ノ
一
法
ア
ル
ノ
ミ
。
余
ヲ
以
テ
之
ヲ
見
ル
ー
失
敬
ナ
ガ
ラ
該
地
ノ
人
民
此
ノ
如
キ
盛
大
事
業
ヲ
興
ス
事
克
ハ
ザ
ル
ヲ
知
ル
故
二
第
一
条
〈

御
取
消
ノ
他
ナ
カ
ル
ベ
シ
（
以
下
略
）
」

「
我
邦
維
新
以
後
治
世
ノ
変
革
二
沿
上
乱
リ
ニ
官
私
ノ
森
林
ヲ
禿
伐
シ
、
熱
病
ノ
流
行
ヲ
促
セ
シ
類
例
一
ニ
シ
テ
足
ラ
ズ
、
当
時
之
ヲ
神

仏
ノ
憤
怒
二
帰
シ
、
喬
木
ノ
崇
リ
ト
ナ
シ
タ
ル
ャ
諸
君
ノ
記
憶
セ
ラ
ル
ル
所
ナ
リ
。
我
近
傍
豊
田
、
磐
田
、
山
名
ノ
三
郡
間
歌
熱
流
行
ノ
形

跡
ヲ
見
ラ
レ
ョ
。
明
治
一
二
年
一
二
月
係
官
ノ
調
査
ニ
ョ
レ
バ
、
僅
二
山
名
一
郡
五
、
六
二
八
戸
中
人
口
二
五
、
○
三
三
人
ニ
シ
テ
、
患
者
ノ

数
一
三
、
九
八
三
ノ
多
キ
ー
居
り
、
之
ガ
タ
メ
幾
多
ノ
助
産
ヲ
耗
シ
、
沃
野
変
ジ
テ
荒
蕉
ト
ナ
リ
、
其
惨
状
言
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
当
時
余
モ
地

方
衛
生
委
員
タ
リ
シ
ヲ
以
テ
自
ラ
往
キ
テ
其
地
方
ヲ
実
践
セ
シ
コ
ト
ァ
リ
キ
。
今
顧
ミ
テ
懐
然
タ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
而
シ
テ
此
原
因
〈
主
ト

ハ
レ
ザ
ル
所
以
ヲ
網
諭
セ
ン
。
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し
か
し
県
だ
け
の
力
で
は
間
歓
熱
撲
滅
お
よ
び
方
策
が
不
充
分
で
、
流
行
を
喰
い
止
め
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
県
は
中
央
政
府
に

上
申
し
て
、
そ
の
撲
滅
方
を
請
願
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
中
央
衛
生
会
を
開
き
、
そ
の
決
議
に
従
っ
て
、
松
方
内
務
卿
が
間
歌
熱
の
調

査
を
内
務
省
衛
生
局
長
長
与
専
斎
に
命
じ
、
長
与
を
静
岡
県
に
出
張
、
巡
回
調
査
さ
せ
た
。

（
五
）

長
与
専
斎
の
息
稻
吉
の
誌
し
た
『
先
考
年
譜
』
に
よ
る
と
、
明
治
十
四
年
辛
巳
四
十
一
歳
の
項
に
「
三
月
静
岡
県
管
下
間
歌
熱
流
行
の
景
況

あ
り
、
依
て
巡
回
の
命
を
奉
じ
て
其
水
源
山
林
の
伐
木
に
原
因
す
る
事
を
調
査
し
て
復
命
す
る
・
後
内
務
省
よ
り
防
暹
法
を
該
県
に
指
示
す
る
」

間
歓
熱
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
、
静
岡
県
で
も
、
こ
れ
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
明
治
十
三
年
伝
染
病
予
防
規
則
が
制

定
さ
れ
た
時
、
六
伝
染
病
と
と
も
に
、
地
方
長
官
が
内
務
卿
の
許
可
を
え
て
定
め
る
「
届
出
を
要
す
る
地
方
病
」
と
し
て
間
歌
熱
と
脚
気
を
指

専
斎
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
彼
は
明
治
十
四
年
三
月
十
九
日
来
県
し
、
間
歌
熱
流
行
の
地
方
お
よ
び
そ
の
原
因
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

地
方
、
す
な
わ
ち
遠
江
国
山
名
・
磐
田
・
豊
田
・
周
智
・
城
東
の
五
郡
を
巡
回
し
、
四
月
二
十
二
日
帰
京
し
て
内
務
卿
に
報
告
す
る
と
と
も

（
｛
ハ
）

に
、
そ
の
巡
視
報
告
を
『
内
務
省
衛
生
局
雑
誌
』
三
六
号
に
発
表
し
て
い
る
。

（
四
）

定
し
た
。

と
あ
る
。

以
上
二
人
と
も
そ
の
意
見
を
総
合
す
る
と
、
地
形
が
悪
い
上
に
森
林
を
む
や
み
に
伐
採
し
過
ぎ
て
、
土
地
が
低
湿
汚
濁
し
た
た
め
、
間
歌
熱

が
流
行
す
る
原
因
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

シ
テ
森
林
乱
伐
二
出
ル
ャ
先
輩
ノ
確
信
ス
ル
所
ナ
リ
。
既
二
山
林
ハ
間
接
二
於
テ
大
二
性
命
保
護
一
一
要
ア
ル
者
ト
セ
雫
〈
、
何
ノ
如
此
処
置
ヲ

為
ン
ャ
。
畢
寛
之
ヲ
知
ル
ノ
知
識
ナ
キ
ニ
之
ヨ
ル
（
以
下
略
）
」

三
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彼
の
今
回
の
巡
回
は
僅
々
二
十
余
日
で
、
も
と
よ
り
細
微
の
検
察
を
す
る
暇
が
な
か
っ
た
が
、
努
め
て
流
行
の
起
因
に
注
目
し
、
ま
た
い
た

る
所
で
村
吏
・
故
老
に
つ
い
て
そ
の
所
見
を
問
い
、
こ
れ
を
熟
案
し
た
結
果
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
流
行
ノ
局
地
ハ
皆
卑
湿
ノ
甚
シ
キ
処
ニ
シ
テ
、
其
海
浜
ノ
如
キ
〈
横
須
賀
ヨ
リ
掛
塚
二
至
ル
数
里
其
幅
二
三
丁
許
ノ
堆
沙
ヲ
以
テ
擁
セ

ラ
レ
、
恰
モ
堤
防
ヲ
築
キ
タ
ル
者
ノ
如
シ
。
河
流
之
ガ
為
二
窒
塞
シ
汚
水
ノ
疏
通
モ
亦
随
ヒ
テ
快
利
ナ
ラ
ズ
、
到
ル
処
瀦
滞
シ
テ
沼
澤
ヲ
ナ

シ
、
常
二
海
水
ヲ
呑
吐
シ
、
又
飲
料
水
ノ
如
キ
ハ
最
モ
不
潔
ヲ
極
メ
、
甚
シ
キ
ハ
井
ヲ
穿
ツ
モ
飲
水
ヲ
得
ル
事
能
ハ
ズ
。
溝
渠
ノ
水
ヲ
以
テ

飲
料
二
供
ス
ル
者
ア
リ
。
故
二
麻
拉
里
亜
毒
ヲ
醸
発
ス
ル
ニ
ハ
十
分
ノ
素
因
ア
リ
ト
ス
。

然
ル
ー
昔
時
〈
間
歌
熱
患
者
ア
ル
事
甚
ダ
稀
ニ
シ
テ
、
今
日
邊
二
此
流
行
ヲ
致
ス
所
以
ノ
者
〈
何
等
カ
ノ
誘
因
ア
リ
テ
然
ル
カ
、
是
し
疑

「
今
回
間
歌
熱
流
行
ノ
局
部
ト
ナ
ス
所
〈
概
ネ
瀕
海
ニ
シ
テ
天
龍
川
以
東
東
海
官
道
以
南
ノ
地
方
六
里
許
二
在
り
。
就
中
太
田
川
ノ
近
傍

〈
其
流
行
ノ
最
モ
甚
シ
キ
所
ト
ス
。
間
歌
熱
流
行
ノ
兆
ヲ
此
地
方
二
発
セ
シ
〈
明
治
六
年
山
名
郡
松
原
村
二
患
者
ア
リ
シ
ヲ
以
テ
始
ト
ス
。

尋
テ
四
隣
ノ
各
村
二
及
ポ
シ
年
一
年
毎
二
蔓
延
ノ
勢
ヲ
加
へ
、
現
今
ニ
在
リ
テ
ハ
則
チ
ニ
騨
二
一
○
余
村
二
行
ル
ル
ニ
至
し
り
」

と
述
べ
、
次
に
間
歌
熱
流
行
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。

そ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
ま
ず
遠
江
国
の
地
形
を
概
略
し
、

「
遠
江
国
タ
ル
ャ
北
〈
数
重
ノ
山
岳
ヲ
負
上
南
ス
ル
ニ
随
上
漸
ク
平
坦
ニ
シ
テ
海
二
面
シ
、
堆
沙
一
帯
其
浜
岸
ヲ
擁
シ
テ
大
井
川
其
東
方

ヲ
限
り
、
天
龍
川
其
中
ヲ
貫
キ
其
他
太
田
・
馬
籠
・
国
安
・
諸
川
ア
リ
。
又
沼
澤
ノ
類
最
モ
多
キ
ヲ
見
ル
」
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点
ノ
存
ス
ル
処
ナ
リ
。
今
其
故
老
二
就
キ
テ
間
キ
得
ダ
ル
処
ト
、
自
ヲ
目
撃
シ
タ
ル
実
況
ト
ヲ
参
酌
シ
テ
、
之
ヲ
考
究
ス
ル
ニ
其
誘
因
ト
ナ

ス
尋
ヘ
キ
者
多
端
ナ
リ
ト
錐
モ
、
維
新
以
来
土
地
ノ
景
況
二
著
シ
キ
変
革
ヲ
為
シ
タ
ル
者
、
主
ト
シ
テ
之
ガ
原
因
タ
ル
ヲ
信
ズ
」

注
目
す
べ
き
は
右
の
文
中
で
麻
拉
里
亜
毒
と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
後
か
ら
考
察
す
る
と
し
て
、
彼
は
「
著
し
き
変
革

を
な
し
た
」
と
い
う
も
の
の
う
ち
、
と
く
に
主
要
な
も
の
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。

一
水
源
の
山
林
お
よ
び
各
村
落
の
伐
木

二
河
流
の
不
利
お
よ
び
泥
沼
地
の
瀦
滞

一
に
つ
い
て
は
前
述
の
虎
岩
武
の
論
説
の
中
に
も
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
専
斎
は
周
智
・
豊
田
両
郡
の
山
谷
を
践
渉
し
、
太
田
・

三
倉
川
の
源
を
尋
ね
、
ま
た
秋
葉
山
に
登
り
、
帰
路
天
竜
川
を
下
っ
て
く
わ
し
く
検
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
深
山
幽
谷
は
変
じ
て
桑
田
茶
園
と

な
り
、
海
岸
地
方
も
松
林
を
切
り
倒
し
、
神
社
仏
寺
の
境
内
の
樹
木
も
伐
採
さ
れ
て
、
今
は
地
形
が
い
ず
れ
も
著
し
く
変
貌
し
て
い
る
事
を
挙

げ
、
こ
れ
が
間
歌
熱
発
生
の
誘
因
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て
は
河
水
の
流
通
が
悪
く
、
泥
沼
地
で
水
だ
ま
り
が
多
く
、
こ
れ
が
間
歌
熱
発
生
の
一
番
の
原
因
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

水
源
の
樹
木
を
伐
採
す
れ
ば
下
流
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
は
当
然
で
、
天
竜
川
・
太
田
川
な
ど
は
土
砂
が
堆
積
し
て
、
各
村
の
汚
水
を
疎
通
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
土
地
が
湿
潤
と
な
っ
た
。
し
か
も
大
雨
が
降
れ
ば
河
水
は
暴
流
し
て
堤
防
や
家
屋
に
被
害
を
与
え
、
逆
に
少
し

干
天
が
続
く
と
河
水
は
た
ち
ま
ち
洞
れ
て
し
ま
う
。
今
の
泥
沼
地
は
昔
は
周
り
に
密
林
が
繁
っ
て
い
た
が
、
今
は
樹
木
が
な
い
の
で
太
陽
に
さ

ら
さ
れ
、
し
か
も
海
水
の
流
通
す
る
所
で
は
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
乾
湿
一
様
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
麻
拉
里
亜
毒
が
発
生
し
、
間
歌

熱
発
病
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
他
水
田
の
肥
料
に
石
灰
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
事
、
家
屋
の
不
潔
な
事
、
埋
葬
の
変
革
等
も
間
歌
熱
発
病
の
二
次
的
原
因
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
農
業
に
関
す
る
事
が
多
く
、
簡
単
に
改
革
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
あ
と
、
専
斎
は
最
後
に
次
の
よ
う
に
報
告
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
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な
お
こ
の
報
告
書
の
次
に

れ
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

長
与
専
斎
は
明
治
十
四
年
来
県
の
際
、
県
立
五
病
院
の
視
察
も
行
い
、
演
説
等
も
諸
所
で
開
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
遠
州
の
間
歌
熱
調
査

（
八
）

に
つ
い
て
の
承
、
静
岡
県
側
の
状
況
を
主
と
し
て
『
函
右
日
報
』
の
報
道
よ
り
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
桑
る
こ
と
に
す
る
（
図
２
）
。

令
と
対
話
の
後
帰
宿
せ
ら
る
。

「
今
日
ノ
急
務
ハ
樹
木
ノ
裁
植
卜
河
流
ノ
疎
通
ト
ー
在
り
。
乃
チ
當
局
者
ノ
考
案
ヲ
此
二
立
テ
ラ
レ
ン
事
〈
最
モ
希
望
二
堪
へ
ザ
ル
所
ナ

リ
。
然
し
ド
モ
樹
木
ノ
繁
茂
〈
之
ヲ
一
朝
一
一
望
ム
可
カ
ラ
ズ
。
河
流
ノ
疎
通
〈
幾
万
ノ
費
額
ヲ
要
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
。
只
目
下
一
一
在
リ
テ
ハ

姑
息
ノ
策
ヲ
用
上
、
医
薬
ヲ
以
テ
病
苦
ヲ
救
う
ノ
ー
途
ア
ル
ノ
ミ
。
今
農
家
ノ
実
況
ヲ
間
ク
ニ
間
歌
熱
二
曜
リ
タ
ル
ガ
為
耕
転
ノ
労
ヲ
執
ル

事
能
ハ
ズ
、
一
年
ノ
収
獲
ヲ
減
ズ
ル
事
已
一
一
幾
許
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ズ
ト
云
う
。
今
日
之
ガ
計
ヲ
為
サ
ザ
レ
雷
ハ
田
畝
草
ヲ
生
ジ
、
餓
箏
途
一
一
横
ル

ノ
惨
状
ヲ
現
ス
モ
亦
測
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
髪
二
鄙
見
ノ
概
略
ヲ
記
シ
謹
ン
デ
報
告
ス
。

四

１

同
君
が
遠
州
巡
回
中
去
る
三
日
は
永
井
六
等
属
丼
び
に
本
県
衛
生
課
猪
原
十
五
等
出
仕
、
河
野
豊
田
・
山
名
・
磐
田
郡
書
記
及
び
太
田
掛
５

「
十
四
年
四
月
四
日
記
事

長
与
衛
生
局
長
は
前
号
に
記
せ
し
如
く
一
昨
二
日
の
夕
刻
静
岡
着
に
て
、
昨
日
午
前
十
時
頃
永
井
六
等
属
を
率
い
て
登
庁
あ
り
。
大
迫
県

中
央
衛
生
会
委
員

内
務
大
書
記
官
長
与
専
斎
」

（
七
）

「
静
岡
県
下
遠
江
国
山
名
豊
田
二
郡
飲
料
水
ノ
概
略
」
と
い
う
報
告
が
続
い
て
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
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（
九
）

そ
の
要
旨
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
今
日
こ
こ
に
列
せ
ら
る
る
諸
君
は
予
が
今
春
長
与
衛
生
局
長
に
随
っ
て
此
地
に
来
た
時
、
既
に
面
識
あ
る
人
も
多
く
、
こ
こ
に
再
会
す

る
の
は
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

前
回
の
視
察
の
結
果
は
局
長
よ
り
そ
の
筋
へ
上
申
さ
れ
、
政
府
で
も
評
議
を
尽
さ
れ
、
今
般
厚
き
御
意
を
以
て
、
こ
の
三
郡
に
流
行
す
る

図2明治14年来静の長与専斎（前列右より5番目)，その右

隣大迫静岡県令，他は衛生課員，県立病院長，地方衛生

委員

そ
の
後
長
与
専
斎
は
県
下
の
病
院
を
視
察
し
て
、
四
月
二
十
二
日
帰
京
し

た
。
ち
な
み
に
当
時
は
鉄
道
東
海
道
線
は
ま
だ
開
通
し
て
い
な
い
。

同
年
八
月
七
日
内
務
省
永
井
六
等
属
お
よ
び
本
県
井
上
七
等
属
は
見
附
の

磐
田
郡
役
所
へ
出
張
し
、
小
野
田
郡
長
よ
り
見
附
宿
近
傍
一
○
ヵ
村
の
戸

長
・
衛
生
委
員
等
を
招
集
さ
せ
、
永
井
は
今
回
出
張
の
趣
旨
を
演
説
し
た
。

川
病
院
長
を
率
ひ
て
、
豊
田
郡
中
泉
公
園
内
の
開
莚
楼
に
三
郡
の
村
老
一

○
名
を
招
き
、
間
歌
熱
流
行
の
実
況
及
び
原
因
等
親
し
く
間
は
れ
、
且
将

来
予
防
の
要
領
の
大
意
等
を
懇
ご
ろ
に
説
聞
せ
ら
れ
た
り
。
同
君
は
夫
よ

り
周
智
・
豊
田
両
郡
の
山
間
を
阪
渉
し
、
水
源
の
地
方
を
実
検
あ
り
、
去

る
九
日
に
天
龍
川
を
船
に
て
下
ら
れ
た
る
由
。

又
同
君
が
電
報
を
以
て
呼
寄
せ
ら
れ
た
る
内
務
省
の
試
薬
師
村
井
純
之

助
氏
は
本
県
の
測
量
士
山
田
義
英
氏
と
共
に
本
月
二
日
に
中
泉
に
着
、
間

歌
熱
流
行
地
方
の
飲
水
試
験
及
び
土
地
測
量
に
着
手
せ
ら
れ
、
豊
田
・
山

名
両
郡
内
を
従
覧
中
な
り
」
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こ
の
よ
う
な
演
説
を
流
行
地
の
他
の
二
郡
で
も
行
い
、
八
月
十
五
日
ま
で
に
は
す
で
に
患
者
二
、
四
○
○
余
名
に
キ
’
－
－
ネ
を
無
償
で
配
布

し
た
。
政
府
は
第
一
次
の
配
薬
料
と
し
て
金
三
、
○
○
○
円
を
支
出
し
、
こ
れ
を
キ
ニ
ー
ネ
の
買
上
げ
に
あ
て
た
。

次
に
三
郡
の
官
私
有
地
の
堤
塘
・
田
畔
・
溝
渠
な
ど
に
は
松
・
榛
・
柳
の
樹
木
を
植
え
、
宅
地
に
は
有
加
里
樹
を
植
え
さ
せ
て
水
利
を
よ
く

二
○
）

し
、
低
湿
汚
濁
地
を
で
き
る
だ
け
少
く
す
る
よ
う
に
住
民
を
指
導
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
っ
て
三
郡
の
間
歌
熱
患
者
数
は
急
激
に
減
少
し
た
。
い
ま
明
治
十
二
年
よ
り
十
五
年
ま
で
の
患
者
数
．
人
口
比
等
を
各

（
一
一
）

郡
別
に
あ
げ
て
染
る
と
（
表
１
）
の
よ
う
で
あ
る
。

表
で
桑
る
と
も
っ
と
も
患
者
の
多
か
っ
た
山
名
郡
の
患
者
減
少
率
が
も
っ
と
も
高
い
。
た
と
え
ば
十
三
年
に
一
五
、
二
四
九
人
い
た
間
歌
熱

患
者
は
十
四
年
に
三
、
九
八
七
人
に
減
り
、
十
五
年
に
は
二
、
七
八
五
人
と
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。

と
く
に
キ
ニ
ー
ネ
の
効
果
に
は
村
民
達
も
驚
い
た
ら
し
く
、
十
六
年
に
は
村
費
を
も
っ
て
キ
ニ
ー
ネ
を
買
入
れ
る
村
灸
が
多
か
っ
た
。

十
六
年
に
は
村
民
も
進
ん
で
キ
ニ
ー
ネ
を
服
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
上
半
期
三
郡
患
者
総
数
は
一
、
三
六
五
人
で
、
こ
れ
を
十
五
年
下
半
期

間
歌
熱
の
原
因
を
改
良
し
、
且
患
者
を
救
療
せ
ん
が
た
め
に
特
に
若
干
の
金
員
を
下
附
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
着
手
の
順
序
を
商
議
さ
せ
る

た
め
小
官
を
本
県
に
派
出
さ
せ
た
次
第
で
あ
る
。

間
歌
熱
原
因
改
良
の
方
法
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
順
次
計
画
し
て
諸
君
と
相
談
し
着
手
し
た
い
。
目
下
第
一
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
病
苦
に
悩
む
と
こ
ろ
の
患
者
を
救
療
す
る
こ
と
で
、
配
薬
の
手
続
き
を
本
県
係
官
と
相
談
し
て
決
め
る
の
で
、
そ
の
指
示
に
従
っ

な
お
住
民
の
蒙
昧
の
た
め
、
又
は
恐
れ
て
患
者
を
隠
匿
し
、
あ
る
い
は
服
薬
を
忌
避
す
る
よ
う
な
幣
が
あ
る
と
、
政
府
の
御
仁
慈
も
普
及

し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
遂
に
病
苦
を
免
れ
る
途
も
な
く
、
一
家
の
生
計
を
も
失
う
に
至
る
恐
れ
も
あ
る
。
こ
の
点
よ
く
住
民
を
懇
諭
し
、

ひ
と
え
に
配
薬
の
普
及
を
は
か
ら
れ
た
い
」

い
の
は
、
病
苓

て
貰
い
た
い
。
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表1遠州3郡間歌熱患者数

マ
ヲ
リ
ア

さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
例
外
と
し
て
長
与
専
斎
の
「
巡
視
報
告
」
だ
け
、
疾
患
名
で
は
な
い
が
「
麻
拉
里
亜
毒
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
い
る
。

（
一
四
）

か
つ
て
英
国
で
は
、
マ
ラ
リ
ア
は
沼
地
の
湿
っ
た
空
気
よ
り
由
来
す
る
毒
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
長
与
は
お
そ
ら
く
こ
の
沼
気
毒

に
相
当
す
る
意
味
で
「
麻
拉
里
亜
毒
」
と
い
う
用
語
を
使
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

英
国
等
で
は
マ
ラ
リ
ア
と
い
う
疾
患
名
は
す
で
に
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
が
、
真
の
原
因
は
不
明
で
せ
い
ぜ
い
沼
気
毒
が
原
因
で
あ
る
と

一
般
に
は
考
え
ら
れ
て
い
た
。

｜輔｜郡名
有病
町村数 患者数｜人口|禽鯏

13.983

15,249

3，987

2，785

3，037

8，077

6，648

5，829

234

1，879

1，958

1，009

25,033

24,685

18,496

18,954

15,724

24，111

24，597

23，259

4，917

4，965

5，381

5，280

55.86

67.77

21.56

14.69

19.31

33.50

27．03

25．06

4.76

37.84

36.39

19.11

“
帥
如
弘
一
弱
帥
銘
弘
一
１
１
１
１

蛇
過
皿
暉
一
也
蝿
哩
巧
一
辺
過
必
巧

山名

豊田

磐田

（
一
一
一
）

と
較
べ
る
と
二
、
○
七
○
人
減
少
し
て
い
る
。

以
上
の
統
計
は
十
六
年
十
月
十
九
日
の
『
静
岡
大
務
新
聞
』
に
発
表
さ
れ
た

（
一
二
一
）

も
の
で
あ
る
が
、
『
隆
美
協
会
雑
誌
』
八
号
（
十
八
年
三
月
二
十
日
発
行
）
に

近
藤
軌
四
郎
会
長
が
「
第
二
回
総
会
に
お
け
る
報
告
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も

の
と
は
数
字
が
か
な
り
違
っ
て
い
る
。
近
藤
の
発
表
に
よ
る
と
、
三
郡
合
計
患

者
数
は
明
治
十
三
年
九
、
八
二
○
人
、
十
四
年
一
二
、
一
八
九
、
十
五
年
一
○
、

五
五
○
、
十
六
年
一
、
七
六
四
、
十
七
年
五
一
三
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違

は
統
計
の
と
り
方
の
ち
が
い
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
近
藤
の
統
計
で
も
十
六
年
を
境
に
し
て
急
激
に
患

者
数
は
減
少
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
論
説
・
新
聞
・
雑
誌
そ
の
他
で
は
す
べ
て
間
歌
熱
と
い
う
病

名
又
は
瘡
と
い
う
通
俗
語
を
用
い
て
お
り
、
マ
ラ
リ
ア
と
い
う
疾
患
名
は
使
用

五
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明
治
六
年
遠
州
山
名
郡
松
原
村
に
発
生
し
た
患
者
の
発
生
経
路
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ど
こ
か
で
三
日
熱
マ
ラ
リ
ア
に
罹
患
し
、
松
原
村
に

住
み
つ
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
の
大
発
生
が
あ
り
、
こ
の
患
者
よ
り
血
液
を
吸
い
採
り
、
周
辺
に
し
だ
い
に
マ
ラ
リ
ア
熱

（
当
時
間
歌
熱
と
呼
称
）
を
蔓
延
さ
せ
た
と
い
う
図
式
が
考
え
ら
れ
る
。

マ
ラ
リ
ア
は
当
時
全
世
界
で
も
原
因
不
明
の
疾
患
で
あ
っ
て
、
根
本
的
な
予
防
・
治
療
対
策
は
た
て
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
長
与
を
始

遠
州
の
山
名
・
磐
田
・
豊
田
三
郡
地
方
は
気
候
温
暖
で
、
し
か
も
当
時
は
水
利
が
悪
く
、
極
端
に
汚
濁
し
た
沼
地
や
低
湿
地
が
多
い
と
い
う

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
、
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
が
繁
殖
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
州
で
は
一
般
に
マ
ラ
リ
ア

（
一
一
ハ
）

は
昔
か
ら
単
発
的
に
発
生
し
た
が
、
と
く
に
琵
琶
湖
・
印
旛
沼
の
付
近
に
よ
く
三
日
熱
が
発
生
し
た
。
し
か
し
遠
州
に
発
生
し
た
よ
う
な
流
行

、
。
｛

１
ｖ
盛

き
る
。 旨

く
①
国
邑
が
人
の
赤
血
球
内
に
マ
ラ
リ
ア
原
虫
を
発
見
し
た
の
が
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
、
ま
た
マ
ラ
リ
ア
と
昆
虫
と
の
関
係
を
は
じ

め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
「
イ
ギ
リ
ス
の
熱
帯
医
学
の
父
」
と
い
わ
れ
た
雷
国
鳥
員
幽
凰
○
口
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
詞
．
詞
。
鵠
に
よ
っ
て
、

マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
と
い
う
一
連
の
裏
づ
け
を
行
っ
た
の
が
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
、
そ
し
て

圃
巨
騨
国
の
。
目
が
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
、
人
体
と
蚊
の
体
内
で
の
マ
ラ
リ
ア
原
虫
の
生
活
環
を
決
定
的
に
証
明
し
た
の
が
一
九
○
○
（
明
治

は
昔
か
ら
単
発
的
に
発
生
し
た
が
、
‐

（
一
七
）

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

マ
ラ
リ
ア
原
虫
に
は
三
日
熱
・
四
日
熱
・
熱
帯
熱
の
各
原
虫
が
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
を
媒
介
す
る
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
の
う
ち
、
本
州
に
棲
息

し
得
る
の
は
昏
急
童
禽
暑
亀
員
匂
だ
け
で
、
こ
の
蚊
は
三
日
熱
原
虫
を
媒
介
す
る
け
れ
ど
も
、
四
日
熱
・
熱
帯
熱
の
各
原
虫
は
媒
介
し
な

い
。
本
来
は
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
方
に
多
く
棲
息
す
る
が
、
条
件
さ
え
備
わ
れ
ば
本
州
の
よ
う
な
温
帯
地
方
に
も
、
相
当
数
繁
殖
す
る
こ
と
が
で

（
一
五
）

三
十
三
）
年
で
あ
っ
た
。

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
で
は
遠
州
の
間
歌
熱
の
よ
う
な
大
流
行
は
他
に
な
か
っ
た
た
め
か
、
マ
ラ
リ
ア
と
い
う
病
名
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
注
目
も
さ
れ

『ーrー
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定
ノ
件
」

て
い
る
。

表2明治18～38年静岡県間歌熱発生数

（
一
九
）

千
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
表
２
）
。

こ
れ
は
環
境
の
改
善
と
キ
ニ
ー
ネ
の
服
用
が
年
と
と
も
に
、
と
か
く
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
対
策
だ
け
で
は
マ
ラ
リ
ア
の
撲
滅
は
難
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
マ
ラ
リ
ア
原
虫
が
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
等
を
媒
介
と
し

て
、
人
体
の
血
液
（
赤
血
球
）
に
入
っ
て
発
病
す
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
な
い
限
り
、
治
療
や
予
防
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
マ
ラ
リ
ア
の
原
因
が
日
本
で
も
し
だ
い
に
認
識
さ
れ
て
き
て
、
明
治
三
十
三
年
四
月
勅
令
第
一
七
三
号
「
風
土
病
及
流
行
病
ノ
種
類
指

（
二
○
）
マ
ラ
リ
ア

定
ノ
件
」
が
発
令
さ
れ
、
そ
の
第
一
の
疾
患
と
し
て
麻
刺
利
亜
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
は
も
は
や
間
歌
熱
と
い
っ
た
呼
名
は
姿
を
消
し

マ
ラ
リ
ア
の
原
因
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
新
し
い
勅
令
が
出
た
頃
に
は
、
静
岡
県
で
は
す
で
に
マ
ラ
リ
ア
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
と
な
り
、
明
治

発生数

7，277

11,193

8，310

1，552

1，347

1，064

2，795

2，409

明治(年）

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

発生数

889

345

195

384

763

3，751

1，975

2，186

1，450

1，342

明治(年）

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

〔備考〕－は統計書に記載されていない

め
、
政
府
の
指
導
者
達
が
沼
地
・
低
湿
地
を
な
く
す
る
た
め
水
利
を
良
く
し
、
植
樹

等
の
対
策
を
講
じ
た
こ
と
は
、
期
せ
ず
し
て
ア
ノ
フ
ェ
レ
ス
蚊
の
増
殖
を
防
ぐ
の
に

役
立
ち
適
切
な
処
置
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
治
療
法
と
し
て
英
国
等
で
は
か
な
り
前
か
ら
キ
’
－
１
ネ
が
使
用
さ
れ
て
い

（
一
八
）

た
が
、
こ
の
こ
と
を
長
与
は
す
で
に
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
遠
州
の
間
歌
熱
に
集

中
的
に
使
用
し
た
。
キ
ニ
ー
ネ
の
服
用
に
よ
っ
て
、
大
食
的
に
マ
ラ
リ
ア
の
流
行
を

お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
長
与
専
斎
の
功
績
で
あ
る
。

し
か
し
マ
ラ
リ
ア
の
原
因
・
病
態
等
が
分
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
蚊
の
撲
滅
な

ど
は
思
い
も
よ
ら
ず
、
キ
ニ
ー
ネ
の
投
与
や
植
樹
等
に
よ
っ
て
一
時
大
流
行
は
抑
え

た
も
の
の
、
以
後
も
毎
年
わ
ず
か
ず
つ
患
者
は
発
生
し
て
い
た
。
と
く
に
明
治
二
十

二
年
ま
で
は
年
間
千
人
以
下
に
減
っ
て
い
た
患
者
数
が
、
二
十
三
年
以
降
に
は
再
び
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三
十
九
年
以
降
は
統
計
の
上
で
も
計
上
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

文
献

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
〈
）

（
九
）

（
一
つ
）

（
一
一
）

（
一
二
）

（
一
三
）

（
一
四
）

（
一
五
）

（
一
六
）

（
一
七
）

（
一
〈
）

（
一
九
）

（
二
一
）

『
瞳
右
日
報
』
明
治
十
四
年
三
月
二
十
四
日
号
。

『
瞳
右
日
報
』
明
治
十
三
年
十
一
月
三
日
号
。

士
屋
重
朗
『
静
岡
県
医
療
衛
生
史
』
八
四
頁
、
吉
見
書
店
、
静
岡
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
年
）
。

土
屋
重
朗
『
静
岡
県
の
医
史
と
医
家
伝
』
三
三
八
頁
、
戸
田
書
店
、
清
水
市
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
。

日
本
医
史
学
会
『
医
学
古
典
集
』
長
与
専
斎
『
松
香
私
志
』
八
八
頁
、
医
歯
薬
出
版
社
、
東
京
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
年
）
。

長
与
専
斎
「
静
岡
県
下
間
歓
熱
流
行
地
方
巡
視
報
告
」
『
内
務
省
衛
生
局
雑
誌
』
三
六
号
、
一
’
一
○
頁
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
年
）
。

長
与
専
斎
「
静
岡
県
下
遠
江
国
山
名
豊
田
二
郡
飲
料
水
ノ
概
略
」
『
内
務
省
衛
生
局
雑
誌
』
三
六
号
、
一
○
’
一
五
頁
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
年
）
。

『
画
右
日
報
』
明
治
十
四
年
四
月
四
日
号
、
瞳
右
日
報
社
、
静
岡
。

『
函
右
日
報
』
明
治
十
四
年
八
月
十
日
号
。

『
画
右
日
報
』
明
治
十
四
年
八
月
十
九
号
。

『
静
岡
大
務
新
聞
』
明
治
十
六
年
十
月
十
九
日
号
、
静
岡
。

富
士
川
勝
「
日
本
医
学
史
』
二
六
頁
、
日
新
書
院
、
東
京
、
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
年
）
。

呉
健
・
坂
本
恒
雄
『
内
科
書
』
中
巻
一
九
三
頁
、
南
山
堂
、
東
京
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
年
）
。

大
鳥
蘭
三
郎
『
近
世
医
学
史
か
ら
』
一
二
九
’
三
一
五
頁
、
医
事
通
信
社
、
東
京
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
。

『
静
岡
県
衛
生
年
報
』
一
八
八
五
（
明
治
十
八
年
）
’
一
九
○
五
（
明
治
三
十
八
年
）
各
年
次
毎
、
計
一
三
巻
よ
り
集
採
。
静
岡
県
、
一
八
八
六

（
明
治
十
九
年
）
’
一
九
○
六
（
明
治
三
十
九
年
）
。

静
岡
県
第
四
部
『
静
岡
県
衛
生
宝
典
』
八
頁
、
静
岡
県
、
一
九
○
六
（
明
治
三
十
九
年
）
。

（
静
岡
県
清
水
市
）

近
藤
軌
四
郎
「
前
年
衛
生
上
ノ
景
況
報
告
」
『
静
岡
県
隆
美
協
会
雑
誌
』
第
八
号
、
七
○
’
七
一
頁
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
年
）
。

大
鳥
蘭
三
郎
『
近
世
医
学
史
か
ら
』
二
一
九
’
一
三
五
頁
、
医
事
通
信
社
、
東
京
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
年
）
。

同
0

同
0
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TheintermittentfeverintheTotomiarea

atthebeginningoftheMeijiperiod

”
ぬ

byShigeakiTSUCHIYA

Inthe6thyearofMeiji(1873),asmallnumberofpatientscaughtintermittentfbverinMatsubara

Village,YamanaCounty,Totomi,butthenumberofpatientsgraduallyincreasedandspreadtothree
counties-namely,Yamana,Toyota,andlwata.Aroundthel2th-14thyearsoftheMeijiera(1879-1881),
theabovementionedfbverreacheditsmostextremeandseriousstate.

TheShizuokaPrefbcturalAuthoritycouldnotcheckthespreadofthefbverandaskedtheCentral
Governmenttostepin.TheMinistryofHomeAHairssenttheDirectoroftheSanitarvBureau,Sensai

l

Nagayo,toShizuokaPrefbctureandhadhiminspecttheactualstateofthefbver.

Inhisinspectionreport,Nagayostatedthatthecauseofthefbverwasmalariapoisonoriginatingin
defbrestation,contaminationofthelandandhighhumidity.
Healsostatcdthatthepatientshadtotakequinineandneededabetterenvironment.

AfterreturningtoTokyo,heaskedtheGovernmentalAuthoritytogivepatientsquininefreeof
chargeandgetthelandimproved.

Asaconsequenceofhiseffbrts,thenumberofpatientsrapidlydeCreased.

Inthosedaysitwasnotknown,however,regardingthecauseofintermittentfbver-malaria,that
is,thatthepatientscatchmalariaparasitescarriedbyanophelsmosquitoesandbecomesick.Therefbre,
acampaignagainstanophelsmosquitoeswasnotcarriedout,andmalariasubsequentlycontinuedto
beprevalentfOrlOyearsonasmallscale.

（
め
い
）


